
内
閣
衆
質
一
六
一
第
二
八
号

平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
大
出
彰
君
提
出
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
に
投
入
し
た
公
的
資
金
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。

平
成
十
六
年
十
一
月
三
十
日
受
領

答

弁

第

二

八

号

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国

務

大

臣

細

田

博

之



衆
議
院
議
員
大
出
彰
君
提
出
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
に
投
入
し
た
公
的
資
金
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

「
こ
れ
ま
で
に
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
資
金
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

が
、
預
金
保
険
機
構
が
初
め
て
預
金
保
険
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
を
実
施
し
た
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で
の
間
の
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金

援
助
等
の
業
務
に
係
る
金
額
は
、
参
議
院
議
員
大
�
耕
平
君
提
出
金
融
シ
ス
テ
ム
安
定
化
の
た
め
に
投
入
し
た
公
的
資
金
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成
十
六
年
八
月
十
日
内
閣
参
質
一
六
〇
第
六
号
。
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
の
一

に
つ
い
て
か
ら
四
に
つ
い
て
ま
で
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
仮
に
答
弁
書
の
一
に
つ
い
て
か
ら
四
に
つ
い
て
ま
で
で

お
答
え
し
た
金
額
を
単
純
に
合
算
す
れ
ば
、
四
十
六
兆
八
千
五
十
三
億
円
と
な
る
が
、
各
業
務
の
性
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
金
額
は
、
合
算
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

預
金
保
険
機
構
は
、
一
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
資
金
援
助
等
の
う
ち
金
銭
の
贈
与
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、
預
金
保

険
法
附
則
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
さ
れ
た
国
債
の
償
還
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
金
額
は
、
十
兆
四

一



千
三
百
二
十
六
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
預
金
保
険
機
構
が
金
融
機
関
か
ら
徴
収
し
た
保

険
料
の
累
計
金
額
は
、
四
兆
六
千
四
百
九
十
六
億
円
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
時
点
に
お
い
て
預

金
保
険
法
第
四
十
二
条
等
の
規
定
に
基
づ
く
金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
れ
及
び
預
金
保
険
機
構
債
券
の
発
行
に
よ
り
、
十
九

兆
八
千
七
百
九
十
一
億
円
を
調
達
し
て
い
る
。
当
該
資
金
援
助
等
に
関
し
、
既
に
回
収
し
た
十
一
兆
五
千
七
百
三
十
二
億
円

以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
が
財
源
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
八
兆
千
八
百
三
十
六
億
円
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
預
金
保
険
機
構
が
金
融
機
関
か
ら
徴
収
し
た
保
険
料
及

び
今
後
徴
収
す
る
保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

二
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
八
兆
千
八
百
三
十
六
億
円
の
う
ち
こ
れ
ま
で
に
預
金
保
険
機
構
が
金
融
機
関
か
ら
徴
収
し
た

保
険
料
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
も
の
を
除
い
た
残
額
の
返
済
期
間
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
預
金
保
険
機
構
が
金
融
機
関

か
ら
徴
収
す
る
保
険
料
収
入
の
推
移
に
よ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

二



金
融
機
関
か
ら
の
資
産
の
買
取
り
に
投
入
さ
れ
た
金
額
九
兆
六
千
四
百
八
十
三
億
円
の
う
ち
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一

日
時
点
で
、
既
に
回
収
さ
れ
た
金
額
は
四
兆
九
千
六
百
六
十
一
億
円
で
あ
る
。
既
に
回
収
不
能
と
な
っ
て
い
る
金
額
に
つ
い

て
は
、
個
々
の
資
産
の
回
収
に
お
い
て
損
失
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
他
の
資
産
の
回
収
に
係
る
収
益
に
よ
り
、
当
該
損
失
を

賄
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

た
ん

お
尋
ね
の
六
兆
三
千
六
百
六
十
三
億
円
は
、
預
金
保
険
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
破
綻
金
融
機
関
か
ら
の

資
産
の
買
取
り
及
び
金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
二
号
。
以
下
「
金

融
再
生
法
」
と
い
う
。
）
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
公
的
管
理
銀
行
か
ら
の
資
産
の
買
取
り
に
係
る
も
の

の
合
計
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
九
兆
六
千
四
百
八
十
三
億
円
に
は
、
こ
れ
ら
の
金
額
に
加
え
て
金
融
再
生
法
第
五
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ハ
の

規
定
に
基
づ
く
特
別
公
的
管
理
銀
行
か
ら
の
資
産
の
買
取
り
、
同
号
ニ
の
規
定
に
基
づ
く
金
融
機
関
等
か
ら
の
資
産
の
買
取

り
及
び
預
金
保
険
法
附
則
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
特
例
資
産
譲
受
人
等
か
ら
の
資
産
の
買
取
り
に
係
る
も
の

が
含
ま
れ
て
い
る
。

三



四
に
つ
い
て

金
融
機
能
の
安
定
化
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
五
号
。
以
下
「
旧
安
定
化
法
」
と
い
う
。
）

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
優
先
株
式
等
の
引
受
け
等
、
金
融
機
能
の
早
期
健
全
化
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
年
法
律
第
百
四
十
三
号
。
以
下
「
早
期
健
全
化
法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
株
式
等
の
引
受
け
等
、
預

金
保
険
法
第
百
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
株
式
等
の
引
受
け
等
及
び
金
融
機
関
等
の
組
織
再
編
成
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
号
。
以
下
「
組
織
再
編
成
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
優
先
株

式
等
の
引
受
け
等
に
係
る
金
額
は
、
十
二
兆
三
千
八
百
六
十
九
億
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
株
式
等
の
処
分
等
に

よ
り
回
収
さ
れ
て
い
な
い
金
額
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
十
兆
三
千
百
五
十
三
億
円
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
返

済
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
株
式
等
の
処
分
等
の
具
体
的
な
時
期
等
を
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現
時
点
で

お
答
え
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

旧
安
定
化
法
、
早
期
健
全
化
法
、
預
金
保
険
法
及
び
組
織
再
編
成
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
株
式
等
の
引
受
け
等
が

行
わ
れ
た
金
融
機
関
等
は
、
当
該
株
式
等
に
つ
き
利
益
を
も
っ
て
す
る
消
却
、
払
戻
し
、
償
還
又
は
返
済
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
等
を
定
め
た
経
営
健
全
化
計
画
等
を
策
定
し
、
こ
れ
を
公
表
し
て
い
る
。
政
府
は
、

四



当
該
金
融
機
関
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
経
営
健
全
化
計
画
等
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
金
融
機
関
等
に
対
し
、
経
営
健
全

化
計
画
等
の
履
行
状
況
に
つ
き
報
告
を
求
め
、
こ
れ
を
公
表
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

破
綻
金
融
機
関
等
か
ら
買
い
取
っ
た
資
産
の
処
分
、
金
融
機
関
等
か
ら
引
き
受
け
た
株
式
等
の
処
分
そ
の
他
の
手
段
に
よ

り
回
収
し
た
金
額
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
十
一
兆
五
千
七
百
三
十
二
億
円
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
該
時

点
に
お
け
る
、
旧
安
定
化
法
、
早
期
健
全
化
法
、
預
金
保
険
法
及
び
組
織
再
編
成
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
引
き
受
け

た
株
式
等
の
処
分
等
に
よ
り
回
収
し
た
金
額
で
あ
る
二
兆
七
百
十
六
億
円
を
含
ん
で
い
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
返
済
さ
れ
た

金
額
で
あ
る
二
兆
千
五
百
十
六
億
円
は
、
御
指
摘
の
「
平
成
十
五
年
度
預
金
保
険
機
構
年
報
」
に
示
さ
れ
て
い
る
平
成
十
六

年
七
月
二
日
時
点
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
金
額
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
以
後
に
行
わ
れ
た
株
式
等
の

処
分
等
に
よ
り
回
収
し
た
金
額
を
含
ん
で
い
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

金
融
再
生
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
公
的
管
理
銀
行
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
け
の
金
額
は
、
四
兆
二
千
億
円

で
あ
る
。

五



六
の
�
に
つ
い
て

六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
全
額
回
収
さ
れ
て
い
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

金
融
再
生
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
公
的
管
理
銀
行
に
対
す
る
損
失
の
補
て
ん
に
係
る
金
額
は
、
四
千
五
百

億
円
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
時
点
で
、
平
成
十
二
年
二
月
九
日
に
締
結
さ
れ
た
旧
株
式
会
社
日
本
長
期
信
用
銀
行
に
係
る

か

し

株
式
売
買
契
約
書
第
八
条
に
規
定
す
る
瑕
疵
担
保
特
約
に
基
づ
く
貸
出
関
連
資
産
の
取
得
（
以
下
「
旧
長
銀
に
係
る
瑕
疵
担

保
関
連
資
産
の
取
得
」
と
い
う
。
）
に
係
る
預
金
保
険
機
構
の
支
払
に
係
る
金
額
は
、
八
千
八
百
六
億
円
で
あ
り
、
平
成
十

二
年
六
月
三
十
日
に
締
結
さ
れ
た
旧
株
式
会
社
日
本
債
券
信
用
銀
行
に
係
る
株
式
売
買
契
約
書
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条

ま
で
に
規
定
す
る
瑕
疵
担
保
特
約
に
基
づ
く
貸
出
関
連
資
産
の
取
得
（
以
下
「
旧
日
債
銀
に
係
る
瑕
疵
担
保
関
連
資
産
の
取

得
」
と
い
う
。
）
に
係
る
預
金
保
険
機
構
の
支
払
に
係
る
金
額
は
、
二
千
九
百
二
十
六
億
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
た
め
の
資
金
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
れ
及
び
預
金
保
険
機
構
債
券
の
発
行
に
よ
り
調
達
し
て
い
る
。

六



六
の
�
に
つ
い
て

六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
損
失
の
補
て
ん
に
係
る
業
務
並
び
に
六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
旧
長
銀
に
係
る
瑕
疵
担
保

関
連
資
産
の
取
得
及
び
旧
日
債
銀
に
係
る
瑕
疵
担
保
関
連
資
産
の
取
得
に
係
る
業
務
は
、
金
融
再
生
法
第
六
十
四
条
の
規
定

に
基
づ
き
金
融
再
生
勘
定
に
お
い
て
他
の
業
務
と
と
も
に
一
体
と
し
て
経
理
さ
れ
て
お
り
、
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援

助
等
に
関
し
、
最
終
的
に
国
の
負
担
と
な
る
金
額
は
、
破
綻
金
融
機
関
等
か
ら
買
い
取
っ
た
資
産
の
処
分
、
金
融
機
関
等
か

ら
引
き
受
け
た
株
式
等
の
処
分
そ
の
他
の
手
段
に
よ
る
回
収
の
状
況
に
よ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
の
�
に
つ
い

て
で
述
べ
た
損
失
の
補
て
ん
に
係
る
業
務
並
び
に
六
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
旧
長
銀
に
係
る
瑕
疵
担
保
関
連
資
産
の
取
得

及
び
旧
日
債
銀
に
係
る
瑕
疵
担
保
関
連
資
産
の
取
得
に
係
る
業
務
に
よ
る
支
払
額
が
、
直
ち
に
国
の
負
担
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
理
由
に
つ
い
て
預
金
保
険
機
構
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
預
金
保
険
機
構
が
編
集
し
、
発
行
し
て
い
る
各
年
度

の
預
金
保
険
機
構
年
報
に
お
い
て
は
、
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等
に
関
し
、
当
該
年
度
中
に
実
施
し
た
金
融
機
関

の
破
綻
処
理
状
況
等
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
答
弁
書
の
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
預
金
保
険
機
構
に
よ
る
資
金
援
助
等

七



で
特
別
公
的
管
理
に
係
る
も
の
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
特
別
公
的
管
理
の
終
了
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
行
っ
た
資
金
援
助
等

を
こ
れ
が
行
わ
れ
た
年
度
の
預
金
保
険
機
構
年
報
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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